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◇ようやく梅雨入りしました◇   

  沖縄県は、今月二十一日、例年より十一日遅く梅雨入りしたよう 

です。心配されていたダムの貯水量も、８０％以上になり、断水を 

心配することも無くなったのでホッと一安心です。 

ところで、ここ最近の梅雨の雨は、雷や強風とともに激しい降雨と 

なることが多く、特に、線状降水帯が発生するとかなり危険です。 

注意報や警報には十分注意して下さい。 

 

✍高校入試は内申点が重要です！✎ 

毎年、受験間近になると、第一志望高校からランクを下げて進路 

変更する人がいます。理由は様々ですが、その中には、一般試験で 

合格できる実力を持っていながら、内申点が足りずに泣く泣く第一 

志望高校を断念する人がいます。本当に残念なことです。 

では、何故そうなってしまう人が毎年いるのでしょうか。 

 内申点に関しては、中学一年生の頃から学校や塾の先生から、何度 

 も説明されていると思います。通知表には「授業態度」や「宿題の 

提出状況」などが教科ごとにＡ、Ｂ、Ｃで評価され、それをもとに 

各教科の評定が５段階で表されます。これが内申点です。 

ですから、内申点を上げるために必要なことは、自分の通知表に書 

かれてある内容をしっかりと確認することで、簡単に分かります。 

それをしないのは本人の怠慢です。 

後悔をしないためにも、課題は丁寧に、そして期限内に出しましょう。 



 

🌞今年の宿泊研修は渡嘉敷です🌞   
 

  コロナ禍で中止となっていた秋の宿泊研修は、去年、数年振り 

に森の家みんみんで再開し、ホタルの観察や夕食のカレー作りを 

楽しみました。そして、今年は国立沖縄青少年交流の家の予約が 

取れたので、渡嘉敷島で実施することになりました。 

ところで、富士塾は「なぜ宿泊研修を実施するのか」というと、 

最近の子どもの多くは、勉強を含めて難しいことや新しいことに 

対して失敗を恐れるあまり消極的になり、自ら動こうとしません。 

それで、どう対処したらいいのかと悩んでいるとき、テレビで、 

「人は自然の中で脳が活性化し、集団活動によって、 

『皆と一緒にやりたい。挑戦してみたい。』 

  と、積極的に自分から動こうとする意欲が芽生えてくる。」 

という番組を見る機会がありました。 

「これこそ探していたものだ！」という思いで、秋の宿泊研修が 

始まりました。自信がなくても、初めてやることでも 

「失敗してもいいから、先ずはチャレンジしてみよう！」 

と、行動できるようになることを期待して、塾外で宿泊研修を行 

なっています。実際に、これまで参加した卒業生たちは宿泊研修 

の後、大きく成長し、私達を驚かせてくれました。 

※今年は、九月二十八日・二十九日に実施する予定です。 

参加者募集のお知らせは改めて配布します。 

 

◇六月予定行事◇ 

▽一学期中間テスト（小禄中）… 十一日・十二日  

▽那覇地区中体連③④⑤⑥ … 一日・二日・八日・九日        

  


